
那珂市議会だより那珂市議会だより那珂市議会だより那珂市議会だより
Ｎａｋａ　Ｃｉｔｙ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ　Ｎｅｗｓ

No.3434

発行／那珂市議会

編集／議会広報編集委員会

〒311-0192 茨城県那珂市福田1819-5
TEL 029（298）1111（代表）
FAX 029（298）6287

MAIL gikai@city.naka.lg.jp
URL http://www.city.naka.lg.jp/

平成24年７月23日発行

平成24年那珂市議会第２回定例会

市民に開かれた議会を目指します

議決した主な議案等 ２ページ

委員会レポート ４・５ページ

市政を問う １１議員が一般質問 ６ページ

陳情・請願の審査結果 12ページ

意見書、要望活動 13ページ

第３回定例会開会予定 14ページ



６月５日　本会議
　　　　　（閉会中の委員会報告など）

６月７日　本会議
　　　　　（一般質問　５名）

６月８日　本会議
　　　　　（一般質問　４名）
　　　　　原子力安全対策特別委員会

６月11日　本会議
　　　　　（一般質問　２名）
　　　　　（議案質疑、議案、陳情請
　　　　　願の委員会付託）

６月12日　総務生活常任委員会

６月13日　産業建設常任委員会

６月14日　教育厚生常任委員会

６月19日　本会議
　　　　　（委員長報告、その他議案）

市長提出議案（23件）

条例関係　　９件（すべて承認・可決）

予算関係　　９件（すべて承認・可決・報告）

その他議案　５件（すべて承認・可決）

その他議案

陳情・請願 　４件（12ページ参照）

議員提出議案（８件）

選挙　　　　１件（指名推選）

その他議案　１件（可決）

委員会報告　５件（４・５ページ参照）

意見書　　　１件（可決）

議　

会　

改　

革
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本　会　議

平成24年第２回定例会
（６月５日～６月19日）

議案件数と結果

議案等の審議をすべて公開
議会改革を推進中

オ
ー
プ
ン
で
明
瞭
な
議
会

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
た
め
、
今
定
例
会
か

ら
、
議
案
等
の
審
議
を
す
べ

て
公
開
の
場
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
は
議
案

等
に
対
す
る
質
疑
を
、
通
告

制
と
し
、
執
行
部
よ
り
、
正

確
で
明
瞭
な
答
弁
を
求
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
継
続
し
て
議
会

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

流
山
市
議
会
視
察
研
修

　

議
会
改
革
の
先
進
地
で
あ

る
流
山
市
議
会
を
視
察
し
ま

し
た
。
当
議
会
は
、「
議
会

基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
お

り
、
議
会
が
市
民
に
対
し
て

議
会
内
容
を
報
告
す
る
場
を

設
け
る
こ
と
。
議
員
間
で
政

策
論
争
な
ど
の
討
議
を
行
う

こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
会
議
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
生
中
継
な
ど
先
進

事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

全員協議会
（非公開）

本会議
（公開）

委員会
（公開）

本会議
（公開）

(変更前)　　一部非公開

(変更後)　　すべて公開

議案審議方法
変更

議案等の説明を受
け、実質的な審議
を実施

議案等の説
明

質疑

議案説明を
受け、実質
的な審議を
実施

討論

採決

議案の説明・質
疑・討論・採決

本会議
（公開）



損
害
賠
償

条　

例　

改　

正

3 那珂市議会だより №34

本　会　議

損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
和

解
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
９
月
21
日
に
発

生
し
た
台
風
15
号
の
影
響
に

よ
り
、
市
が
管
理
す
る
公
園

内
の
杉
木
が
倒
木
し
、
隣
接

す
る
民
家
の
屋
根
及
び
雨
樋

部
分
の
一
部
を
損
壊
さ
せ
た

も
の
で
す
。

議
案
質
疑

　

問　

過
失
割
合
は
、
市
が

10
割
で
あ
る
と
確
認
し
た
、

と
あ
る
が
、
判
断
し
た
法
的

根
拠
は
。

　

答　

市
に
管
理
瑕
疵
責
任

が
問
わ
れ
た
た
め
、
民
法
第

７
１
７
条
第
２
項
に
該
当
す

る
か
、
安
全
性
を
欠
い
て
い

た
か
を
判
断
す
る
た
め
、
保

険
会
社
と
現
場
検
証
し
た
と

こ
ろ
、
木
の
根
元
付
近
に
虫

食
い
に
よ
る
腐
食
が
あ
り
、

市
に
管
理
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
、
市
の
過
失
割
合

が
10
割
と
な
り
ま
す
。

税
条
例
を
一
部
改
正

　

地
方
税
法
及
び
地
方
税
に

関
連
す
る
法
律
改
正
に
伴

い
、
那
珂
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
県
た
ば
こ

税
の
一
部
を
市
町
村
た
ば
こ

税
に
移
譲
す
る
た
め
の
税
率

変
更
、
退
職
所
得
の
10
％
税

額
控
除
の
廃
止
、
平
成
26
年

〜
35
年
ま
で
市
民
税
の
均
等

割
が
５
０
０
円
加
算
さ
れ
、

３
５
０
０
円
に
な
る
な
ど
、

市
税
収
入
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

議
案
質
疑

　

問　

た
ば
こ
税
の
税
率
及

び
税
率
特
例
の
改
正
に
よ
る

年
税
収
増
の
見
込
み
額
は
。

　

答　

平
成
23
年
度
の
市
に

お
け
る
売
上
数
か
ら
考
え
る

と
、
約
４
６
９
０
万
６
千
円

の
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
を
一
部
改

正
　

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区

域
の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
な

地
区
の
受
益
者
負
担
金
を
設

定
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
議
案
質
疑

　

問　

１
㎡
当
た
り
の
額
の

算
出
方
法
は
。

　

答　

一
般
的
に
は
、
国
の

通
達
に
従
い
、
国
・
県
の
補

助
金
を
除
い
た
事
業
費
と
受

益
面
積
を
も
と
に
算
出
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
集
落
排
水
の
分
担
金

は
、
１
㎡
当
た
り
約
７
９
０

円
を
上
限
と
し
て
い
る
の

で
、
地
域
間
の
公
平
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
算
出

金
額
が
７
９
０
円
よ
り
高
く

な
っ
た
場
合
、
７
９
０
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

契　　約

補　正　予　算

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）購入

契約金額　５，４１９万８，６２０円

契約相手　東京都千代田区外神田５丁目５番１１号
　　　　　長野ポンプ株式会社東京営業所
　　　　　所長　横溝　章

契約方法　指名競争入札による契約

平成２４年度補正予算２件を原案のとおり可決

会　計　名 補　正　額 補正内容 補正後の総額

一般会計補正予算（第１号） ８８８万円 母子生活支援措置事業など １７０億８８８万円

一般会計補正予算（第２号） ２９万円
いばらき学力向上サポートプラ
ン事業

１７０億９１７万円

購入予定と同型のもの
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委 員 会

委　員　会　審　議

総
務
生
活
常
任
委
員
会

　

９
件
の
議
案
等
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
な
ど
の
改
正
や
、
外
国

人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
条

例
改
正
な
ど
が
８
件
、
そ
の

他
１
件
は
、
消
防
自
動
車
購

入
契
約
案
件
で
す
。

　

火
災
予
防
条
例
で
新
た
に

規
制
さ
れ
る
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
過
酸
化
水
素
不
化
物
と
は

ど
ん
な
物
質
か
。
ま
た
、
市

内
で
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業

所
は
あ
る
の
か
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
こ
の
物
質
自
体

は
燃
え
な
い
が
、
多
量
の
酸

総務生活常任委員会での審議

産業建設常任委員会での審議

教育厚生常任委員会での審議

素
を
含
ん
で
お
り
、
他
の
物

質
と
混
合
し
て
、
加
熱
・
衝

撃
・
摩
擦
を
加
え
る
と
爆
発

す
る
性
質
を
も
っ
て
お
り
、

市
内
で
、
取
り
扱
っ
て
い
る

事
業
所
は
な
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

契
約
で
、
落
札
率
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
予
定
価
格
と

の
比
較
で
は
、
97
・
４
％
で

あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

外
国
人
登
録
を
な
く
し

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人

は
、
一
般
の
市
民
と
変
わ
ら

な
く
な
る
の
か
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
外
国
人
登
録
法

が
廃
止
と
な
る
こ
と
で
、
外

国
人
も
日
本
人
と
同
じ
住
民

票
に
な
り
、
同
一
世
帯
の
場

合
は
、
外
国
人
も
一
緒
の
世

帯
に
含
ん
で
証
明
書
が
発
行

さ
れ
、外
国
人
の
利
便
性
と
、

事
務
の
合
理
化
が
図
れ
る
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

２
件
の
議
案
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
公
共

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
関

す
る
条
例
改
正
が
１
件
、
そ

の
他
、
損
害
賠
償
請
求
に
関

す
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
で
す
。

　

下
水
道
未
整
備
地
区
の
個

人
負
担
金
は
１
㎡
当
た
り

７
９
０
円
以
上
に
な
ら
な
い

の
か
。
ま
た
、
上
限
額
を
決

め
た
こ
と
で
差
額
が
で
る

が
、
使
用
料
に
上
乗
せ
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
負
担
増
に

な
る
こ
と
は
な
い
か
質
疑
が

あ
り
、
負
担
金
は
７
９
０
円

を
上
限
と
考
え
て
お
り
、
使

用
料
を
上
げ
る
考
え
は
な
い

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

損
害
賠
償
事
故
で
杉
木
が

倒
木
し
た
が
、
同
様
の
事
故

が
起
こ
る
事
が
考
え
ら
れ
る

場
所
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、事
故
を
受
け
、

園
内
の
杉
木
を
中
心
に
約
60

本
を
、
２
次
被
害
が
起
き
な

い
よ
う
対
策
を
と
っ
た
と
の

答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

３
件
の
議
案
等
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
、

補
正
予
算
が
２
件
で
す
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
、
子
ど
も
手
当
や

母
子
生
活
支
援
措
置
費
等
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
子
ど

も
手
当
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

は
国
の
補
助
金
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
や
、
母
子
自
立
支

援
施
設
の
入
所
に
か
か
る
経

費
の
内
訳
や
入
所
状
況
な
ど

に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。



那
珂
市
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
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原 子 力 安 全 対 策 特 別 委 員 会

委 員 会

市
内
原
子
力
関
連
事
業
所

の
年
間
事
業
計
画

　

市
内
の
原
子
力
関
連
事
業
所

か
ら
年
間
事
業
計
画
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究
所

は
、
主
に
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

に
関
わ
る
研
究
開
発
を
実
施
し

て
い
る
事
業
所
で
す
。
本
年
度

も
研
究
開
発
を
継
続
し
て
い
く

も
の
で
す
。

　

三
菱
原
子
燃
料
株
式
会
社

は
、
原
子
力
発
電
所
で
使
用
さ

れ
る
加
圧
水
型
軽
水
炉
用
原
子

燃
料
の
開
発
・
設
計
・
製
造
・

販
売
や
、
沸
騰
水
型
軽
水
炉
用

原
子
燃
料
の
販
売
を
し
て
い
る

事
業
所
で
す
。
本
年
度
は
、
原

発
の
再
稼
働
状
況
に
よ
り
、
販

売
量
も
変
わ
っ
て
く
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

那
珂
核
融
合
研
究
所
で
は
、
新

し
い
核
融
合
研
究
装
置
を
計
画

し
て
お
り
、
現
在
は
、
従
来
の

研
究
装
置
（
Ｊ
Ｔ
‐
60
）
を
解

体
作
業
中
で
す
。

原
子
力
関
連
施
設
の
事
故

報
告

　

平
成
23
年
12
月
以
降
に
発
生

し
た
、
原
子
力
関
連
施
設
の
事

故
に
つ
い
て
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
原
子
力
科
学
研
究

所
と
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式

会
社
よ
り
報
告
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
原
子
力
事
業

所
と
し
て
の
認
識
を
持
ち
、
万

全
の
安
全
対
策
を
と
っ
て
、
二

度
と
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
事
業
者

へ
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

原
子
炉
の
安
全
対
策
に
対

す
る
意
見
書
等

　

東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
求

め
る
請
願
を
審
査
し
た
際
、
現

在
の
原
子
炉
の
安
全
対
策
に
対

し
て
、
国
、
県
、
事
業
所
に
申

し
入
れ
を
し
て
い
く
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
、

県
へ
の
意
見
書
案
と
事
業
所
へ

の
要
望
書
案
を
審
議
し
、
議
会

へ
提
出
し
ま
し
た
。

継続調査

継続調査

調査事項
１ 住民の安全確保に関する事項
２ 周辺の環境保全に関する事項
３ 原子力安全協定に関する事項
４ 核融合研究施設に関する事項
５ その他関連する事項

調
査
事
項

１ 

産
業
の
活
性
化
に
関
す
る
事
項

２ 

観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
項

３ 

企
業
誘
致
に
関
す
る
事
項

４ 

土
地
活
用
に
関
す
る
事
項

５ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
事
項

６ 

環
境
・
防
災
対
策
に
関
連
す
る
事
項

７ 

震
災
復
旧
・
復
興
に
関
連
す
る
事
項

８ 

そ
の
他
関
連
す
る
事
項

　

主
な
調
査
内
容
は
、
調
査

事
項
の
震
災
復
旧
・
復
興
に

関
す
る
事
項
で
、
市
内
の
幹

線
道
路
及
び
農
業
用
灌
漑
施

設
を
現
地
視
察
し
た
後
、
執

行
部
か
ら
市
内
全
体
の
災
害

復
旧
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
早
急
に

万
全
な
対
策
を
講
ず
る

よ
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
は
、

調
査
事
項
が
８
項
目
と

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
委
員
会
と

し
て
今
後
の
進
め
方
を
協

議
し
た
結
果
、
次
回
は
、

産
業
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
企
業
誘
致
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
く
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

震災復旧の現地視察

バードライン付近（下江戸地内）
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Q
&
A

市政を問う
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　

様
々
な
視
点
か
ら

　
　
　
　
　

市
政
を
問
い
ま
し
た
。

市政を問う

　

自
治
体
で
の
ご
み
焼
却

施
設
で
の
発
電
が
、
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
燃
や
し

た
熱
を
何
も
利
用
し
な
い

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
火
力
発
電
と
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す

る
も
の
で
、
四
日
市
市
で

は
、
年
間
９
万
ト
ン
の
ご

み
を
焼
却
し
た
際
、
家
庭

１
万
世
帯
に
発
電
が
で
き

残
っ
た
電
力
を
売
電
し
て

い
ま
す
。
７
月
１
日
よ
り

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
特
別

措
置
法
に
よ
り
、
電
気
事

業
者
に
一
定
の
購
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
当

市
で
も
ご
み
焼
却
施
設
に

お
い
て
発
電
施
設
を
作

り
、
市
内
に
電
気
を
供
給

す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
は
ど
う

か
。

　

市
長　

議
会
か
ら
要
請

の
あ
っ
た
災
害
ご
み
は
、

１
日
10
ト
ン
の
余
裕
が
あ

る
の
で
、
こ
の
熱
を
有
効

に
す
る
可
能
性
を
、
検
討

し
て
い
ま
す
。
初
期
投
資

が
か
か
る
の
で
、
環
境
省

の
副
大
臣
と
話
し
ま
し

た
。
補
助
金
で
10
分
の
10

が
理
想
で
す
が
、
私
は
大

宮
環
整
組
合
の
副
組
合
長

な
の
で
、
協
議
を
し
て
そ

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

に
活
用
し
た
い
。
費
用
と

か
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

担
当
課
の
ほ
う
に
そ
う
い

う
も
の
が
出
来
な
い
か
検

討
指
示
を
し
て
あ
り
ま

す
。

ご
み
焼
却
炉
に
お
け
る
発
電
の
実
施
を

ご
み
焼
却
炉
に
お
け
る
発
電
の
実
施
を

大
宮
環
整
組
合
と
協
議
検
討
し
た
い

武藤博光 議員

質問事項
１　エネルギー政策について

２　教育環境の充実について

大宮地方環境整備組合環境センターでのごみ処理

一般質問　Q&A
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向
山
大
山
２
号
線
に
つ

い
て
、
前
回
の
質
問
で
測

量
が
終
了
し
買
収
の
段
階

と
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
、
そ
し
て
、
工
業
団
地

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
工

専
地
域
で
さ
え
企
業
誘
致

が
困
難
な
時
代
に
な
っ
て

お
り
ま
す
と
同
時
に
賃
貸

料
も
下
落
を
続
け
地
主
は

苦
慮
し
て
お
り
本
当
に
厳

し
い
現
実
で
す
の
で
、
工

業
専
用
地
域
よ
り
用
途
の

広
い
地
域
へ
の
用
途
変
更

を
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
は
ど
う
か
お
伺
い

し
ま
す
。

　

建
設
部
長　

向
山
大
山

２
号
線
に
つ
い
て
は
、
用

地
買
収
が
完
了
し
た
の
で

年
内
工
事
完
了
を
目
標
に

工
事
を
発
注
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。
そ
れ
か
ら

個
人
所
有
の
工
業
専
用
地

域
の
未
利
用
地
区
は
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
、

一
体
性
が
無
く
点
在
し
て

い
る
状
況
で
す
の
で
、
用

途
変
更
は
難
し
い
と
考
え

　

那
珂
市
に
は
市
街
化
調

整
区
域
が
多
く
あ
り
ま

す
。
市
の
人
口
増
加
・
活

性
化
を
考
え
た
場
合
、
住

宅
建
設
可
能
な
地
域
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
平
成
12
年

の
都
市
計
画
法
の
改
正
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
区
域
指

定
制
度
の
導
入
が
有
効
で

あ
り
、
那
珂
市
は
こ
の
制

度
の
対
象
市
町
村
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
郊
外
地
域

の
活
性
化
を
図
る
為
に
も

制
度
の
導
入
を
望
み
ま
す

が
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　

市
長　

区
域
指
定
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
心

部
を
取
り
巻
く
農
村
部
等

に
定
住
人
口
の
増
加
を
図

り
住
み
た
く
な
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た

め
、
導
入
の
必
要
性
は
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
策
は
、
あ
る
意
味

で
農
地
法
と
の
戦
い
で
あ

り
、
調
査
が
必
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
地
域
活

性
化
に
は
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
工
業
専
用
地
域
と
し
て

土
地
利
用
が
図
れ
る
よ
う

に
、
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

は
市
街
化
区
域
に
課
税
し

て
い
る
都
市
計
画
税
や

農
・
住
混
在
に
よ
る
農
地

保
全
等
の
諸
問
題
を
十
分

に
調
査
し
、
あ
る
程
度
の

年
月
を
要
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
導
入
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

個
人
所
有
の
工
業
専
用
地
域
に
つ
い
て

個
人
所
有
の
工
業
専
用
地
域
に
つ
い
て

区
域
指
定
制
度
導
入
の
計
画
は

区
域
指
定
制
度
導
入
の
計
画
は

年
内
の
工
事
完
了
を
目
標
に
工
事
発
注

十
分
に
調
査
し
導
入
し
て
い
き
た
い

中庭正一 議員

筒井かよ子 議員

質問事項
１　工業専用地域について

２　農業問題

３　屋外無線放送について

質問事項
１　少子化対策ついて

２　観光について

３　下水道事業について

４　区域指定について

年内工事完了予定の向山大山２号線

郊外地域の活性化

一般質問　Q&A
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こ
の
春
、
通
学
中
で
の

児
童
の
交
通
事
故
が
多
発

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
市

内
の
通
学
路
の
安
全
性
チ

ェ
ッ
ク
は
行
い
ま
し
た

か
。
危
険
箇
所
に
は
出
来

る
限
り
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
緑
色
の
歩
道

レ
ー
ン
を
作
っ
て
運
転
者

の
注
意
を
喚
起
し
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
地
域
と
連
携

す
る
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
等
に
学
校
の
交
通
安

全
教
室
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
下
校
時
刻
な

ど
の
学
校
情
報
を
伝
達
し

て
見
守
り
活
動
を
し
て
い

た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
次
長　

全
小
中
学

校
で
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
安
全
確
保
が
必
要
な

箇
所
は
40
箇
所
。
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
等
へ
は
交
通
安
全

等
各
教
室
の
機
会
を
と
ら

え
て
見
守
り
活
動
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
連
携
体
制

づ
く
り
を
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

　

建
設
部
長　

歩
道
は
地

元
自
治
会
の
要
望
を
調
整

し
て
対
応
し
ま
す
。
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
歩
道
レ
ー
ン

は
、
学
校
周
辺
で
外
側
線

を
ず
ら
し
車
道
を
狭
め
る

な
ど
し
て
路
肩
を
確
保
し

安
全
面
が
確
認
で
き
れ
ば

対
応
を
考
え
た
い
。

安
全
確
保
は
地
域
と
さ
ら
に
連
携
し
て

安
全
確
保
は
地
域
と
さ
ら
に
連
携
し
て

関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す

遠藤　実 議員

質問事項
１　児童生徒の通学路におけ

　　る安全確保について

２　窓口サービスの改善につ

　　いて

　

小
学
校
が
統
合
さ
れ
れ

ば
建
物
と
跡
地
の
有
効
利

活
用
を
ど
の
よ
う
に
図
る

か
と
い
う
大
き
な
課
題
を

背
負
う
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
問
題
は
地
域
と

し
て
は
、
小
学
校
統
合
と

並
行
し
て
解
決
の
道
筋
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
戸
多
地
区
内
に
は
、

地
域
全
体
が
集
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
生
涯
学
習
等

の
活
性
を
醸
成
す
る
場
が

な
く
な
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
状
況
下
を
見
据
え

て
、
子
供
た
ち
の
教
育
、

生
涯
学
習
の
あ
り
方
等
含

め
跡
地
問
題
は
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
お
聞

き
い
た
だ
き
決
定
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　

教
育
長　

子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

教
育
環
境
の
整
備
は
我
々

大
人
の
義
務
で
あ
り
、
ま

た
教
育
委
員
会
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
跡
地
利
活
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
戸
多
小
学
校

統
合
計
画
検
討
委
員
会
で

十
分
な
ご
検
討
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
全
体
の

課
題
と
し
て
組
織
を
設
け

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

廃
校
と
な
る
建
物
と
跡
地
問
題
解
決
を

廃
校
と
な
る
建
物
と
跡
地
問
題
解
決
を

市
全
体
の
課
題
と
し
組
織
を
作
り
検
討

助川則夫 議員

質問事項
１　小中学校適正規模化推進

　　について

２　遊休農地不耕作地対策に

　　ついて
花壇の除草をする児童たち（戸多小学校）

交通安全教室の様子

一般質問　Q&A
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本
年
４
月
よ
り
中
学
校

に
お
い
て
武
道
の
必
修
化

を
完
全
実
施
し
て
い
る

が
、
日
本
の
学
校
管
理
下

に
お
け
る
柔
道
に
よ
る
死

亡
事
故
は
、
年
間
平
均
４

人
、
28
年
間
で
１
１
４

人
、
ま
た
、
障
害
が
残
る

な
ど
重
傷
事
故
は
年
間

平
均
10
件
、
27
年
間
で

２
７
５
人
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
は
、
柔
道
人
口
が

３
倍
で
す
が
12
歳
以
下
の

死
者
は
ゼ
ロ
、
ま
た
脳
損

傷
者
も
ゼ
ロ
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
柔
道
経
験
者

の
配
置
状
況
及
び
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
応
急
処

置
や
緊
急
連
絡
体
制
、
更

に
対
応
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
整
備
は
。
ま
た
、

受
け
身
を
十
分
指
導
し
、

大
外
刈
り
な
ど
の
技
に
つ

い
て
は
取
り
扱
わ
な
い
な

ど
、
安
全
管
理
の
徹
底
を

図
り
、
事
故
防
止
に
最
善

を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

教
育
次
長　

教
員
配
置

状
況
に
つ
い
て
は
、
柔
道

指
導
実
技
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
各
中
学

校
に
柔
道
の
有
段
者
を
配

置
し
て
お
り
ま
す
。
更
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
と
も
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
事
故
が
発
生
し
た

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
全

職
員
に
周
知
徹
底
を
し
て

お
り
ま
す
。

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
り
事
故
防
止
を

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
り
事
故
防
止
を

全
職
員
に
危
機
管
理
の
周
知
徹
底
を

質問事項
１　学校教育について

　

通
学
途
中
に
児
童
が
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
全
国
で
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
茨
城

県
内
で
通
学
途
中
の
小
学

生
が
巻
き
込
ま
れ
た
交
通

事
故
が
15
件
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
那
珂
市
で

も
菅
谷
で
通
学
途
中
の
小

学
生
が
車
と
接
触
す
る
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
実
際
の
市
の
対

策
に
つ
い
て
伺
っ
て
み
る

と
、
通
学
路
の
調
査
は
県

か
ら
言
わ
れ
た
の
で
や
っ

た
、
設
置
は
警
察
に
お
願

い
し
て
い
る
、
と
ま
る
で

主
体
性
が
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
も
担
当
・
管
轄

が
学
校
教
育
課
、
土
木

課
、
警
察
署
と
多
岐
に
渡

っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
何
も
進

ま
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
は
非
常
に
緊
急
性
を

有
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
す
ぐ
に

出
来
る
も
の
は
何
な
の

か
、
正
に
こ
う
い
う
こ
と

こ
そ
が
市
長
が
直
轄
の
諮

問
機
関
を
作
っ
て
検
討
す

べ
き
近
々
の
課
題
だ
と
思

い
ま
す
が
市
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り
改
善
検
討
会

議
等
で
対
応
し
て
い
く
方

針
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
諮
問
機
関
を
作
る
気

は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
が
中
心
と
な
り
早
い
安
全
対
策
を

市
長
が
中
心
と
な
り
早
い
安
全
対
策
を

教
育
委
員
会
が
対
応
し
て
い
き
ま
す

小宅清史 議員

石川利秋 議員

質問事項
１　子どもを産み育てる環境

　　の改善について

２　市民相談室のあり方につ

　　いて通学路の安全対策が早急に望まれる

柔道の練習風景

一般質問　Q&A
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こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性

化
は
、
外
か
ら
企
業
や
大

型
店
を
呼
び
込
む
の
で
は

な
く
、
地
域
の
特
性
や
人

材
を
活
か
し
た
地
域
巡
回

型
の
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

那
珂
市
は
自
然
に
恵
ま

れ
、
交
通
の
便
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
条
件
を

活
か
し
、
ま
ず
歴
史
的
建

造
物
の
多
い
額
田
地
区
を

自
転
車
で
巡
る
観
光
コ
ー

ス
に
し
て
は
ど
う
か
提
案

を
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
に
は
自
転
車
を
乗

せ
ら
れ
る
車
両
を
要
求

し
、
耕
作
放
棄
地
は
観
光

農
園
に
す
る
。
働
き
手
は

「
青
年
就
農
給
付
金
制

度
」
を
利
用
し
、
若
者
に

農
の
担
い
手
に
な
っ
て
も

ら
う
。
ま
た
農
家
に
宿
泊

し
、
農
業
体
験
を
し
て
も

ら
う
な
ど
、
住
民
と
一
緒

に
な
っ
て
計
画
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
答
弁
を
求
め

ま
す
。

　

産
業
部
長　

今
年
度
に

観
光
振
興
計
画
策
定
委
員

会
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
方
に
委
嘱
し
、
市
民

や
団
体
の
意
見
を
踏
ま

え
、
貴
重
な
提
案
を
い
た

だ
き
な
が
ら
施
策
等
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

企
画
部
長　

自
転
車
を

持
ち
込
め
る
車
両
の
運
行

を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
ま
す
。

地
域
巡
回
型
観
光
で
市
の
活
性
化
を

地
域
巡
回
型
観
光
で
市
の
活
性
化
を

今
年
度
の
観
光
振
興
計
画
に
反
映
す
る

木村静枝 議員

質問事項
１　那珂市の観光政策と地域

　　活性化

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
自

覚
、
連
帯
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
が
連
携
し
て
防
災

活
動
を
行
う
自
主
的
な
組

織
で
す
。
地
域
住
民
が
協

力
し
て
こ
そ
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
那
珂
市
で
は
、

自
主
防
災
組
織
を
自
治
会

単
位
で
結
成
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
自
主
防
災
組
織
に

ど
の
く
ら
い
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。　

　

地
域
に
よ
っ
て
は
備
蓄

す
る
倉
庫
や
設
置
場
所
が

な
い
と
い
う
自
治
会
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、地
域
の
実
状（
世

帯
数
や
面
積
）
に
応
じ
た

補
助
金
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

組
織

の
結
成
時
に
は
５
万
円
、

資
機
材
整
備
費
に
30
万
円

の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

物
置
は
、
資
機
材
等
整

備
分
の
補
助
金
で
購
入
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。
設
置
場
所
の
確
保
は

地
域
で
探
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
世
帯

数
に
関
係
な
く
一
律
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
現

在
、
こ
の
制
度
を
見
直
す

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
見
直
す
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金

ど
う
見
直
す
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金

こ
の
制
度
を
見
直
す
考
え
は
な
い

笹島　猛 議員

質問事項
１　自主防災組織について

２　窓口業務の日曜開庁につ

　　いて

３　事業仕分けについて自主防災組織で購入した資機材

自転車置き場もきれいになりました（額田駅）

一般質問　Q&A
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

単
に
行
政
施
策
に
対
す
る

満
足
度
を
量
る
た
め
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
不
満
や

不
安
に
対
す
る
声
を
反
映

す
べ
く
、
要
望
の
実
現
に

向
け
て
実
際
に
行
動
に
移

し
て
い
く
た
め
の
も
の
に

し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
複
数
の
質
問
項

目
に
対
す
る
回
答
を
ク
ロ

ス
集
計
し
て
分
析
す
れ
ば

ど
の
地
域
を
、
ま
た
ど
の

年
代
を
対
象
に
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
け

ば
良
い
か
が
分
か
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
対
す
る
感
想
と
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

市
長　

不
満
を
感
じ
て

い
る
内
容
が
地
域
や
年
代

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
市
の
施

策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
満
足
度
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
財
源
確
保
も
必

要
で
す
の
で
、
本
年
度
事

業
仕
分
け
を
初
め
て
実
施

す
る
ほ
か
、
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
で
の
企
業
誘
致
、
交

通
弱
者
の
足
と
な
る
交
通

体
系
の
見
直
し
、
生
活
環

境
基
盤
の
整
備
な
ど
に
精

力
的
に
取
り
組
み
、
市
民

の
望
む
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
各
種
事
業
を
重

点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

要
望
を
叶
え
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

要
望
を
叶
え
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

実
現
に
向
け
て
重
点
的
に
事
業
を
行
う

質問事項
１　「市民アンケート」につ

　　いて

　

那
珂
市
の
下
水
道
整
備

は
未
整
備
地
区
が
多
く
、

既
に
20
年
待
っ
て
も
で
き

ず
更
に
30
年
も
待
た
な
け

れ
ば
整
備
さ
れ
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。
市
の
下
水

道
整
備
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
第
１

次
那
珂
市
総
合
計
画
後
期

に
下
水
道
整
備
計
画
の
見

直
し
計
画
と
期
限
を
盛
り

込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

下
水
道
整
備
の
手
法
及
び

工
期
短
縮
化
策
と
し
て
地

域
特
性
に
よ
り
市
町
村
型

合
併
浄
化
槽
処
理
で
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

那
珂

市
の
下
水
道
整
備
状
況

は
、
昭
和
57
年
に
事
業
着

手
以
来
30
年
が
経
過
し
、

平
成
23
年
度
で
36
％
の
進

捗
率
で
す
。
第
１
次
那
珂

市
総
合
計
画
後
期
に
下
水

道
整
備
計
画
の
見
直
し
を

盛
り
込
む
の
は
困
難
で

す
。
平
成
34
年
度
以
降
の

次
期
整
備
計
画
に
は
、
市

町
村
合
併
浄
化
槽
事
業
を

含
め
整
備
手
法
を
検
討

し
、
地
域
特
性
や
費
用
等

を
検
討
し
平
成
29
年
度
の

公
共
下
水
道
審
議
会
及
び

市
議
会
に
諮
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
長　

様
々
な
下
水
道

整
備
手
法
や
期
間
短
縮
が

検
討
で
き
る
体
制
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

下
水
道
整
備
計
画
の
期
間
短
縮
を

下
水
道
整
備
計
画
の
期
間
短
縮
を

整
備
手
法
の
見
直
し
期
間
短
縮
を
検
討

寺門　厚 議員

古川洋一 議員

質問事項
１　ＡＥＤの夜間使用について

２　下水道整備計画について

３　遊休市有地の活用について

４　街路灯・防犯灯のＬＥＤ化

　　について
公共下水道次期整備図（平成24年１月）

平成23年度　市民アンケート集計結果（抜粋）
実施期間：平成24年1月20日（金）～ 2月10日（金）
発 送 数：20歳以上の市民2,000人
　　　　  （系統抽出による無作為に抽出）
回 答 数：923通（回答率46.15％）

一般質問　Q&A
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陳情・請願

那珂市内保育所（園）と幼稚園の放射能
汚染土壌の除染を求める陳情

過去に採択した請願や陳情の実施状況
調査と開示等を求める陳情

　市内の保育所や幼稚園等では、定期的な放

射線の計測を県の手引きによる定点のほか、

放射性物質がたまりそうな場所についても行

っています。

　除染費用については、国の指針により東京

電力からの賠償及び国県からの補助を得られ

ないため、全額市の負担となるが、やり方を

工夫すれば経費削減を図れるし、将来を担う

子ども達のために投資するべきであるとの意

見が出されました。

　採決の結果、全会一致で、採択すべきもの

と決定しました。

（教育厚生常任委員会）

陳情者

　那珂市菅谷３３８４－１１

　　那珂市子どもを守るプロジェクト

　　　鈴木　奈津子

　委員会では、３点の改善点について審議を

しました。

　１．「過去に採択した請願陳情の実施状況と

監視」については、議会として当然実施して

いるため採択としました。

　２．「一定期間経過した未実施及び一部未実

施の採択案件を再審議し、再採択などの見直

しの実施」については、再度議決することは

できないことから採択できないものとしまし

た。

　３．「過去に採択した請願陳情の実施状況や

件数等の定期的な情報開示」については、対

応可能であることから採択としました。

　採決の結果、全会一致で、一部採択すべき

ものと決定しました。

（総務生活常任委員会）

陳情者

　那珂市菅谷４５７６－１４

　　川又　義雄

東海第二原発の廃炉を求める請願 市内に残存する危険なＬ字側溝改修の請願

　原子力の事故に対する恐怖や不安などを深

刻に考え、原子力発電所を廃炉にすべきであ

るという趣旨については十分に理解できるも

のであります。

　しかし、廃炉の前に、今後のエネルギー対策、

代替エネルギーの確保、産業や雇用への影響

などの経済問題等様々な課題が残るのではな

いかとの意見がありました。

　この請願の内容からは、多くの課題に対す

る解決への代替案が示されておらず、この内

容での採択は難しいとの意見がありました。

　そこで、原子炉の安全対策について、国、県、

事業所に対し申し入れをしていくこととして、

採決の結果、全会一致で、不採択すべきもの

と決定しました。

（原子力安全対策特別委員会）

請願者

　那珂市菅谷４６４６－２

　　川又　俊水

　執行部では、道路全般の危険箇所について、

パトロール調査を行っています。また、自治

会による調査、ＰＴＡ連絡協議会による安全

パトロール調査の３視点で道路の危険調査を

行っています。請願箇所の危険なＬ字側溝は、

自治会からの改修要望が出ており、８月に改

修予定であるとの答弁でした。

　危険地点の改修計画は実施段階であり、Ｌ

字側溝だけではなく、市内全域を公平視点で

見て、優先順位をつけて改修の判断をするべ

きであるとの意見が出され、採決の結果、全

会一致で、不採択すべきものと決定しました。

（産業建設常任委員会）

請願者

　那珂市菅谷４５７６－１４

　　川又　義雄

採　択

不採択

一部採択

不採択

陳 情・ 請 願 の 審 査 結 果陳 情・ 請 願 の 審 査 結 果
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意見書、要望書

意 見 書 を 提 出意 見 書 を 提 出

１件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

原子力発電所及び原子力関連施設の安全確保を求める意見書

　

那
珂
市
議
会
で
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
放

射
性
物
質
の
大
量
放
出
事

故
を
踏
ま
え
、
隣
接
す
る

東
海
村
に
原
子
力
発
電
施

設
が
あ
る
こ
と
に
対
す

る
、
市
民
の
不
安
や
不
信

を
解
消
し
、
安
心
安
全
な

日
常
生
活
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た

め
、
絶
対
に
原
子

力
災
害
を
引
き
起

こ
さ
な
い
た
め
の

万
全
な
安
全
対
策

を
原
子
力
事
業
所

に
求
め
る
要
望
書

を
議
決
し
、
日
本

原
子
力
発
電
株
式

会
社
へ
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
、
日
本
原
子

力
発
電
株
式
会
社
東
海
事

業
所
に
対
し
、
議
長
、
原

子
力
安
全
対
策
特
別
委
員

会
委
員
の
12
名
で
、
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
の

 

安
全
確
保
を
求
め
る
要
望
書要望書を提出

（意見書要旨）
　東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故は、大量の放射性物質を放出し、未曽有の大きな被
害をもたらした。原子力の安全神話が崩壊したことにより、原子力を放棄するような世論が大きくなっ
ている。原子力施設に対しての確固たる安全が追求され、停止している原子力施設の再稼働が危惧され
ている。
　当市においても、福島第一原子力発電所事故により、土壌や農作物への放射性物質による汚染や、風
評被害など大きな影響を受けている。また、原子力発電所の安全性に対して、多くの市民が、不安や恐
怖を感じて生活している。
　現在、東海第二発電所は、定期検査のために停止している状態であるが、核燃料がある限り、万全の
安全対策を施して、災害が発生しないように確実な対策に努めなければならない。
　原子力災害は、絶対に引き起こしてはならない。
　このようなことから、次の点について、強く求めるものである。
１　原子力発電所及び原子力関連施設に対しては、放射性物質の放出などが起こらないように万全な安
全防災対策を義務付けること。
２　原子力施設の安全対策については、地域住民や自治体に十分な情報を提供、説明を実施し、了解を
得るものとすること。
３　原子力政策については、国民の安全な日常生活を最優先として、確実な安全対策の施策を、様々な
角度から検証検討し、見直しをすること。
４　エネルギー政策においては、太陽光、風力など、自然エネルギーを活用するなど、再生可能な原子
力以外の代替エネルギーを確保する政策を推進すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣
　経済産業大臣、国土交通大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（原子力行政）
　文部科学大臣、茨城県知事
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

古
川　

洋
一

　

副
委
員
長　

綿
引　

孝
光

　

委　
　

員　

筒
井
か
よ
子

　

委　
　

員　

寺
門　
　

厚

　

委　
　

員　

小
宅　

清
史

　

委　
　

員　

中
庭　

正
一

　

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

綿
引　

孝
光

　

第
２
回
定
例
会（
６
月
）

よ
り
、
本
会
議
前
の
全
員

協
議
会
や
、
常
任
委
員
会

の
役
割
な
ど
、
議
会
改
革

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
那
珂
市

の
更
な
る
発
展
と
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
取

り
組
む
思
い
を
、
本
誌
を

通
し
て
市
民
の
皆
様
に
お

伝
え
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

議 会 日 誌
４月 ５月

19日
24日
26日

広報編集委員会

議会運営委員会

広報編集委員会

8日
14日
15日
17日
28日

原子力安全対策特別委員会協議会

視察研修（千葉県流山市議会）

原子力安全対策特別委員会

那珂市活性化対策特別委員会

議会運営委員会

全員協議会

平成24年第３回定例会開会予定

　この会期日程は、議案件数や一般質問者数に

よって変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や議

会ホームページでもご案内しています。お気軽に

お電話、お立ち寄りください。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

８月24日（金）までにお願いします。

月日 曜 議　事　予　定

９・４ 火

本会議

○開会

○継続審査案件の委員長報告

○議案の上程・説明

９・６ 木 本会議（一般質問）

９・７ 金 本会議（一般質問）

９・10 月

本会議（一般質問）

○議案質疑

○議案の委員会付託

○陳情・請願の委員会付託

９・11 火 総務生活常任委員会

９・12 水 産業建設常任委員会

９・13 木 教育厚生常任委員会

９・19 水
本会議

○委員長報告など

○閉会

議 会 日 誌議 会 日 誌

議会の傍聴について
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会・

特別委員会を公開しています。

　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や

時間をご確認の上、おいでください。傍聴の手続

きは、所定の用紙に住所・氏名を記入していただ

き、傍聴券の交付を受けるだけです。

　お気軽においでください。

６月定例会の傍聴者数　157名 （延べ人数）

　下記の議員が、全国及び茨城県市議会議長会よ

り自治功労の表彰を受け、６月５日の定例会本会

議の開会前に議長より伝達されました。

＜全国市議会議長会表彰者＞

【在職10年以上】

　　福田 耕四郎　議員

＜茨城県市議会議長会表彰者＞

【前茨城県市議会議長会理事】

　　須藤 博　議員

表
紙
に
寄
せ
て

　

七
夕
ま
つ
り
の
飾
り

が
風
に
揺
れ
、
紫
陽
花

の
花
が
目
に
も
鮮
や
か

な
夏
へ
と
季
節
が
変
わ

り
ま
し
た
。　

　

那
珂
市
議
会
も
議
会

改
革
を
目
指
し
、
５
月

に
議
会
改
革
の
先
進
地

流
山
市
議
会
を
視
察
し

ま
し
た
。
早
速
６
月
の

市
議
会
第
２
回
定
例
会

よ
り
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
開
始
し
、
改
革

の
歩
み
を
進
め
て
い
ま

す
。


